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【取り組み内容】 

ごみのポイ捨てやゴミ箱からの溢れ返りを防止することを目的とし，対話型ロボット「ぽぺん

くん」搭載ゴミ箱を製作した． 

・溢れ返り防止ゴミ箱 

筐体の下部は5枚のアクリル板により製作した．アクリル板は，工場の工作機械によって加工し

た．加工はプロジェクトメンバー全員で行うことで，他分野の学生でも工作機械を用いた加工を

経験することができた．ゴミ箱の投入部は3Dプリンタを用いて成形した． 

ゴミ箱には，ペットボトルを検知する超音波センサ，回収時に音を鳴らすスピーカー，回収量

を知らせるLEDライト，投入口を開閉するためのサーボモータ，ゴミ袋回収時に回収量をリセット

するためのプッシュスイッチを搭載する．マイコンにはRaspberry Pi5を用いた．ブレッドボード

を用いて，上記の部品とラズパイを配線し，ゴミ箱内部に配置し，動作を制御した． 

以上の製作工程により，ゴミの溢れ返りを未然に防ぐゴミ箱の完成を目指した． 

・ぽぺんくん 

筐体は3Dプリンタを用いて成形した．ぽぺんくんには，人を検出するカメラ，人とコミュニケ

ーションするためのマイクおよびスピーカー，ぽぺんくんの顔を映し出すディスプレイ，動作用

のサーボモータを搭載する．マイコンにはRaspberry Pi5を用いた．上記の部品とラズパイを配線

し，ぽぺんくん内部に配置した． 

各動作を指示通りに行うプログラムを作成した．プログラム言語にはPythonを用いた．作成し

たプログラムはラズパイの中に記録する． 
 以上の製作工程により，人間の心理を利用しゴミのポイ捨てを未然に防ぐロボット「ぽぺんく
ん」の製作を目指した． 
【成果】 

・溢れ返り防止ゴミ箱 
筐 体 は 加 工 し た ア ク リ ル 板 ， 成 形 し た 投 入 部 の 組 立 が 完 成 し た ． ま た ， 投 入 さ れ た

ご み を 検 知 す る ， 投 入 時 に 音 が 鳴 る ， 一 定 量 を 超 え る と 投 入 口 が 閉 ま り 回 収 不 可 能 と
な る ，リ セ ッ ト ボ タ ン を 押 す と 回 収 量 が 0に 戻 る ，と い っ た 動 作 は す べ て 正 常 に 動 作 し
た ．今 後 ，回 収 量 に 応 じ て LEDラ イ ト の 色 が 変 化 す る と い う 動 作 を 追 加 す る ．プ ロ グ ラ
ム 上 で は 正 常 に 動 作 し て い る た め ， ほ ぼ 完 成 し た と 言 え る ．  
・ ぽ ぺ ん く ん  

筐 体 の 成 形 や ， 各 部 品 の 組 立 は 完 了 し た ． ま た ， カ メ ラ に よ る 人 の 顔 の 追 跡 機 能 は
正 常 に 動 作 し た ． 現 状 ， 挨 拶 に 対 し て 挨 拶 で 返 す 機 能 の み な た め ， 今 後 ， 人 と の 対 話
機 能 の 実 装 を 目 指 す ．  

本 シ ス テ ム は 高 専 祭 に て ， 仮 披 露 済 み で あ り ， 中 学 生 ， お 客 様 か ら 良 い 反 応 を 頂 き
，奈 良 高 専 の 魅 力 を 伝 え る こ と が で き た ．ま た ，3月 に 開 催 さ れ る 設 計 工 学 会 に て ，本
プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 設 計 手 法 ・ 搭 載 機 能 ・ 完 成 品 に つ い て 発 表 予 定 で あ る ．  


